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2026年 2 月 6-7日に、米子コンベンションセンターにて開催された標記学会において、当

院リハビリテーションセンターの理学療法士・岩本紘樹が研究発表を行いました。本学術

大会は、医師・看護師・リハビリ専門職・社会福祉士など多様な職種が鳥取県米子市に

2000人規模の医療職種が集い盛大に開催されました。 

  

報告テーマについて 

「リハビリテーション専門職において個別ミーティングは心理的安全性・ワークエンゲー

ジメントに関与するか？～背景としての自己主導型学習の準備性との関連性～」 

 

昨今、重要視されている職場環境を心理的安全性とワークエンゲージメントの視点で評

価しつつ、リハ専門職において重要とされる継続的に自ら学ぶ力の関連性を検証した内容

です。質の高いリハビリテーションを提供し続けるためには、職員の教育や環境が重要で

あることが示された内容であり、会場の多くの医療職種の方々と意見交換をすることがで

きました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究結果や学会参加で得られた知見を、質の高いリハビリテーションを提供するため

の職場環境の整備などに活かしてまいります。 

 


